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半世紀前の種を「帰郷」
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と
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ア
フ
ガ
ン
の
畑
小
麦
で
復
活
を

い
た
が
、
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年
撃
辛
ば
つ

半
音
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
轟
賭
り
、
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天
の
木
原
生
物

学
蕾
薪
金
貰
市
戸
葦
が
保
存
し
て
い
た
小
麦
の
種
を
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さ
せ
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戦
争
と
干
ば
つ
華
工
地
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量
か
毒
よ
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が
え
ら
せ
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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。
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れ
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め
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収
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馨
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存

す
垂
持
つ
、
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薮
の

琶
ハ
ン
ク
唱
　
「
保
憲
が

昏
れ
ば
1
0
0
年
前
の
も
の
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も
芽
が
出
る
。
種
は
ま
さ
に
タ
イ
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。
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